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41 頁 17-18 行 「物足りない感」75の 「物足りない感」75を 
70 頁 11 行 治療行為傷害説 治療行為非傷害説 
73 頁 10 行 民事法や特別法との 民事法や特別法との関係を 
74 頁注 223・3 行、352 頁 5 行 門田重人 門田成人 
81 頁注 251・2 行、356 頁 34 行 現代刑罰法体系 現代刑罰法大系 
91 頁 17 行 第２章から第３章で 第２章から第４章で 
109 頁注 68・3 行 （ders, a. a. O., S. 226f.） （ders., a. a. O., S. 226f.） 
116 頁 13 行、178 頁注 160・4 行 soziale Hanlungslehre soziale Handlungslehre 
163 頁 13 行、166 頁 23 行、169 頁
1 行、173 頁 7 行 
一般ドイツ刑法典 ドイツ一般刑法典 
199 頁注 18・1 行 刑法法学者 刑法学者 
241 頁注 226・2 行 E. Schmidt Eb. Schmidt 
253 頁 12 行 われわれの社会とって われわれの社会にとって 
254 頁 6 行、同頁注 288・17 行、
255 頁 8 行、294 頁 12-13 行、同頁
16 行、308 頁 9 行、312 頁 7 行、
335 頁 35 行、336 頁 7 行 
実体としての「身体」利益 基体としての「身体」利益 
258 頁 18 行 ３年以下自由刑 ３年以下の自由刑 
283 頁 9 行 処罰の対処とする 処罰の対象とする 
284 頁 16 行 それの行為は その行為は 
293 頁 23 行 課すことができるのほど 課すことができるほど 
295 頁 9 行 わが国のおける わが国における 
312 頁 8 行、336 頁 8 行 実体性 基体性 
326 頁 5 行 考えざるをない 考えざるをえない 
337 頁 7 行 そればとて さればとて 
以上 
